
                    

 

令和６年度 第２回学校経営協議会報告 

                日時 場所：令和６年６月１２日（水）午後５時～６時１５分 家庭科室 

 

〇会長挨拶  

６月 8日（土）に「こだいら特別活動の日」の学校公開を参観しました。各学級活動で、児童が自分の考えを理由とともに述

べ、討論し学級全体の意見に児童自ら集約していくというもので、真剣に取り組んでいました。このように学ぶ児童と指導され

る先生を応援したい。 

 

〔学校の現状報告〕 

〇校長より  

・八小こども見守りネットワークの皆様が、警視庁と東京防犯協会連合会より表彰されました。おめでとうございます。最近は、

ワンワンパトロールも増えています。 

・６年生が移動教室から無事帰ってきました。自分たちで考え、声を掛け合って大きく成長しました。八小を任せたい、と感じ

ます。 

・翌日の青少対まつりで、八小のこどもたちは地域や保護者の皆様に温かく包まれている、と感じました。本校の教員も９人が

お世話になりました。ありがとうございます。 

・６年生の姿を見て、下級生も自分たちのできることを始めています。 

・運動会を児童発案で行うため、５・６年生が話合いを始めています。 

・６０周年行事も、児童発案で行います。委員会を中心に話合いを始めています。 

・こだいら特活の日の参観、ありがとうございました。全学級を全教職員で育てていきます。 

 

〇教務より  ・教育実習が終了。児童・実習生共に貴重な時間を共有できた。 

 

〇生活より  ・６月はふれあい月間のため、アンケートを各学級で実施。必要に応じて担任が個別に聞き取りをする。こどもた 

ちを守るために、確かな情報を基に、迅速に対応していく。 

 

〇特活より  ・５月１５日（水）全校遠足を実施。小金井公園で学級・学年遊びやブロック班遊びを楽しんだ。６年生がリーダー 

シップをとり、下級生に優しく接するなど活躍した。 

・６月８日（土）に「こだいら特活の日」を実施。午前中は、全学級が「学級活動」の授業を公開した。また、午 

後は、市内小中学校の代表者が福祉会館に集まり「自分も人も大切にできる学校づくり」について、話し合う「児 

童会・生徒会サミット」を行った。 

 

〇研究より  ・２か月間をかけて、学校教育目標を主軸とした育てたい児童像を整理した。さらにここへ、保護者や地域を代表

する CS の方々のご意見を反映することで、三位一体の学校教育活動の実現可能性が大きく高まると考える。 

また、総合的な学習の時間が始まった３～６年生は、地域との連携が活発になってきた。様々な形でご協力をい

ただくことが予想される。夢を描き、追い求める児童の背中の後押しを、組織的に進めたい。 

 

〇副校長より ・水泳指導開始。足洗槽の改修が必要。 

・体育館はエアコンを使用しながら授業ができている。 
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夏休み C・S 勉強会のお誘い 



〇中学校長より ・運動会は、今の時代にあった内容と保護者・地域が見たい内容との間にギャップが生じているのを感じてい 

る。保護者・地域が期待している、集団で迫力ある種目や競技、表現は、怪我の問題もある。教育活動として

どうしていくべきか。アンケートに時折見られる辛辣な意見も真摯に受け止め、一つ一つ丁寧に考えながら進

めていきたい。 

・６月８日（土）の児童会・生徒会サミットでは、各小中学校の代表者が緊張しながらも校区の標語を完成させ 

た。決まった標語は「相手を尊重して笑顔を増やそう」。せっかく考えてくれたので、発信していきたい。 

〔地域情報〕  

〇PTA 

土曜授業公開はこどもたちの今できることを精一杯がんばっていた。先生方の見守り、自主性に任せる良い授業だった。今

後こういう授業をしていただけるとありがたい。毎月本部委員会を実施。PTA ができること１年保護者向けに給食実食会を実

施。好意的な意見をいただいた。たくさんのイベントがあるなかで、こどもだけでなく保護者も一緒に楽しめたらよい。 

 

〇学校支援関連   

体力テストに３０名がボランティアとして協力してくださった。総合の授業のゲストティーチャー探しの手伝いをしている。鈴木

街道公園の花ボラ実施。図書ボランティアのご協力で、栞が７９１枚集まる。図書室の壁面飾りも制作。ぜひ御覧ください。 

 

〇青少対関連  

６月１日（土）に八小校庭で「青少対まつり」を実施しました。天候に恵まれ、多くのこどもたちの楽しそうな顔を見る事ができ

ました。先生方及び PTA の皆様、ご協力ありがとうございました。 

 

〇みまもりネットワーク   

新 1 年生も 3か月を経過して挨拶も上手に、交通ルールも正しく守って頑張っております。八小見守りネットワークが警視

庁生活安全部長より 6月 11 日に小平警察署において表彰していただきました。本当に皆様のおかげです。これからもこども

たちと安全対策に頑張って行きたいと思います。 

 

〇放課後こども教室関連 

６月から１年生の活動開始。教育活動サポーターが見付からず、苦労した。こどもたちの安心・安全のために行っている活

動であることを保護者は知らないのかもしれない。もっと発信していかなければならないと感じている。  

 

〔検討事項〕 

（１）教員の募集について（校長）  

今年も八小に来たいという教員の応募があった。 

（２）地域が目指す八小の児童像について 

委員の方々の考える、八小の目指す児童像について意見が出された。 

（３）周年行事・運動会について（校長）  

運動会でどんな力を付けるのか、なんのために行うのか、というところから児童発案でやっていきたい。保護者アンケート

からは組体操、選抜リレー、騎馬戦について意見をいただくが、こどもたちが目指すものに一致するのかどうか。 

→運動会をこどもに考えさせるために、昔の運動会はどんなことをしていたかなど、考えられる材料を与えた上で、判 

断させるとよいのではないか。 

→保護者がこどもの頃に行った運動会について、家庭で児童に話してもらうよう啓蒙してはどうか。 

→児童の主体性を重視する方向に時代が変わっていることを地域・保護者に情報発信していく必要がある。 

→他校の運動会では騒音への苦情があったと聞いた。近隣への対処はどのようにしているのか。 

（４）総務グループについて 

学校経営協議会は総務グループと学校支援グループに分かれている。総務グループと学校支援グループのメンバー構

成について提案があり、承認された。 

（５）その他 

・７月の学校経営協議会の日程の変更と開催時間が変更されている点を再確認。 

・夏休み CS勉強会について（次の Topic をご参照下さい） 

・給食費無償に関わる学校業務についての質問があった。 



 

コミュニティ・スクールとは（その２） 
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Topic 教職員、保護者、地域の皆さまに「夏休み C・S 勉強会」参加のご案内 
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次回の学校経営協議会は  

７月３日（水）午後５時から６時１５分です。 

傍聴ご希望の方は学校へお問い合わせください。

い。 

小平市立小平第八小学校  〒187-0011 小平市鈴木町 1-355   

TEL: 042-321-4872 Fax:042-321-4893 
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前号「コミュニティ・スクールとは」で学校経営協議会とコミュニティ・スクール、地域学校協働活動との関

係など全体像を図示しました。 

今回は、「学校経営協議会について」です。 

学校経営協議会は、法律に基づいて地域や保護者等の中から任命された委員が、一定の権限をもって

学校運営に関わるものです。この点、学校評議員制度や PTA と異なります。 

学校経営協議会の主な役割は、①校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。②学校運営に

関する意見を教育委員会または校長に述べることができる。③教職員の任用に関する意見を教育委員会

に述べることができる。などです。 

学校運営に関することについては、基本方針の承認にとどまらず、学校運営・支援に関すること、地域学

校協働活動に関することなど幅広く協議し、より良い教育に向けて意見を反映することができます。 

「教育課程」を学校内に閉じずに、「社会に開かれた教育課程」にしているからです。 

「学習指導要領」に準拠した上で、地域・保護者の意見を反映した特色ある「教育課程」を作り上げ、学校・

地域が協働し責任をもってこどもを育む仕組みです。 

文科省は、近未来（素晴らしい未来という夢があると共に、不確実性が高い未来でもある）を生きるこども

たちに必要な力を育むには、学校だけではなく、家庭・地域全体で支えていくことが重要であるとしていま

す。 

（文責 牛込晴三千） 

 

と き ７月２６日(金)９：００～１０：３０ 

ところ 小平市立小平第八小学校 体育館（エアコン有） 

持ち物 上履き 

 

テーマ：「コミュニテイ・スクール（C・S）」とはどういうものか？ 

プロジェクターを使って４０分ほど説明します。そのあと、参加者全体で討論・意見交換をします。コミュニティ・スク

ールについての理解を深めその可能性を探るとともに、参加者相互の親睦を図ることを目的としています。教職員、

保護者、地域の多くの方々のご参加をお待ちしております。 


